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　令和2～ 3年度にかけて実施した「D-EGGS 
PROJECT」では30件の実証実験を行いました。
そのうち、さらなる社会実装に向けた事業開発
を進める上で、障壁となる規制の緩和やルール
メイクが必要な事業がありました。

　広島県を「試行錯誤の場」として、前例のない
ビジネスの社会実装に向けた事業性の検証や
規制緩和、新たなルールメイクへの試行を行う
ことを目的としています。

※「ルールメイク」とは、主に次の2点、もしくはそれに類す
る取組を指すものです。
●行政の政省令、自治体の条例、行政による法解釈、運用基
準を定める通達など
●民間企業による自主規制、標準ルールなど
法的拘束力の有無を問わず、規範の形成・変更・維持を目指
すような取組

プロジェクトの背景

プロジェクトの狙い

本事業の位置付け
「ありたい社会」の
実現に向けた社会実装

実装ユースケースの検証

「ありたい社会」の具体化

必要なルールメイク
規制緩和の仮説立てと実現に向けた試行錯誤

1.
2.
3.

・ルールメイク
・規制緩和に向けた仮説設定
・実現に向けたアクション
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広島県がイノベーションに
チャレンジできる場になるために
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　広島県で実施されているサキガケプロジェクトのような地域独自で規制や制

度に踏み込んだ支援をする取組は、社会実装を目指す事業者の追い風となっ

たはずです。これは全国的にみても先進的な支援です。法制度を変えていくに

は、法改正の必要性や許容性、サービスが実際に社会に提供された際の安全

性などを裏付ける客観的なデータが不可欠です。特に規制当局との検討では非

常に重要なエビデンスとなります。実証実験のフィールドを提供し、データ収

集を支援してきたことは、大きな成果の一つです。

　地域のニーズに根ざした事業の実現には、地域事業者やユーザーからの「こ

の技術は地域に必要なんだ」といった声も重要な後押しになります。規制当局

が判断する場面において、規制緩和をすることにより問題が生じないかという

点はもちろんですが、「本当にその規制緩和が必要なのか」「誰がそれを求めて

いるのか」という点を重視します。そこに世論の後押しがあれば、規制の壁を打

ち破る原動力となるのです。自分たちの未来に必要な技術や事業に対しては、

ぜひ賛同の声を積極的に発信してください。

　事業者の皆様は、初期段階から法規制について意識を持つことは重要です

が、方針が明確に定まらないうちは、「乗り越えられそうだ」という感触が得ら

れれば十分です。

　実証実験を通してデータを集め、規制緩和やルール形成につなげていく―。

こうした取組が、各地でのイノベーション支援や自治体主導の挑戦へと広がっ

ていくことを期待しています。

新しい技術やアイデアでイノベーションを起こそうとする事業者にとって、

避けて通れないのが法律の壁です。サキガケプロジェクトのリーガルサポー

トメンバーとして4年間にわたり関わってきた法律事務所ZeLoの官澤康平

さん。規制対応・ルールメイキング領域において数多くの実績を持つ官澤さ

んにお話を伺いました。
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3Dプリンター住宅で変わる住宅建設の未来

PROJECT FILE  

02

「3Dプリンター造」という新しい建築ジャンルの確立へ

RULE MAKING

　現行の建築基準法では、3Dプリンター住宅は鉄筋コンクリート造として扱わ
れます。今回の実証では、新材料スリムクリート®を用いた施工や構造強度の
データを蓄積しました。実証結果を基に、安全性の検証を進めながら「3Dプリン
ター造」という新たな建築区分の確立と制度整備を目指します。

海辺での耐候性を検証、建設から解体までデータを取得

HIROSHIMA発 !

　広島県安芸郡坂町の海沿いに3Dプリンター住宅を建設し、潮風による塩害な
ど外部環境の影響を1年9カ月観測しました。さらに、実証期間終了後には住宅
を解体し、広島大学の研究チームと連携してハイスピードカメラによる構造強度
の解析を実施。建設から解体まで一貫した実証データを取得しました。

セレンディクス㍿

　建築資材や人件費の高騰により、住宅価格は上昇を続け、注文住宅の中

央値は5,000万円を超えています。一方で世帯年収はほぼ横ばい。住宅購入

の負担は年々大きくなっています。こうした課題の解決に向け、セレンディク

スは建設用3Dプリンターによる住宅建設に取り組み、「24時間で建つ家」の

実現を目指しています。広島県安芸郡坂町のベイサイドビーチ坂では、池芳

工務店の協力のもと、新材料「スリムクリート®」を用いた3Dプリンター住

宅を建設し、施工方法や耐久性などを検証しました。

VR技術で進化する医療・救急救命教育

PROJECT FILE  

01

VR訓練の公的な教育単位化を目指す

RULE MAKING

　医療教育では個人情報の扱いが課題となりますが、特定の個人に依存しない
「バーチャル患者」を構築することでクリア。また、救急救命士に求められる継続
的な教育の中で、VR訓練が教育手法の一つとして活用されるよう、制度化に向
けた実証を進めています。

〝バーチャル患者〟で実現する新しい臨床教育

HIROSHIMA発 !

　広島大学病院やJA広島総合病院などと連携し、実地に近いトレーニング環境
をVR内に構築。患者の呼び入れから医療面接、身体診察までをフルCGで再現。
実際の患者を必要とせず、いつでも多様な症例を体験できる環境を整え、臨床教
育の新しい形を実現します。

㍿ビーライズ

　医療現場では、長らく「先輩の背中を見て育つ」といったアナログな教育

が続いており、実際の患者での経験機会の確保が課題となっています。広島

発の企業・ビーライズは、この課題を解決するため、VR（仮想現実）技術を

用いた教育ツールの開発に取り組んでいます。広島大学病院などと連携し、

医学生向けの客観的臨床能力試験（OSCE）対策ソフト「VROSCE」を開発。

さらに救急救命士の教育現場にもVRを導入し、実践に近い環境でのトレー

ニングを可能にすることで、医療人材育成の高度化を目指しています。

IoTセンサーで実現する浄化槽の遠隔管理

PROJECT FILE  
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現地目視が前提だった浄化槽管理を遠隔化へ

RULE MAKING

　遠隔監視技術の実証により、従来は現地での確認が前提だった浄化槽管理を
デジタルで補完できる可能性が見えてきました。遠隔で水質の状態を把握する
ことで、管理の効率化や異常の早期発見にもつながります。制度や運用の見直
しも視野に入れながら、浄化槽管理の新しい仕組みづくりに挑んでいます。

広島での実証を起点に、浄化槽管理の未来へ

HIROSHIMA発 !

　広島での実証を通じて現場のニーズを検証し、異常検知だけでなく日常的に
水質を確認できる機能へと進化しました。AIによる水質推定を取り入れ、スマー
トフォンなどからいつでも浄化槽の状態を確認できる仕組みを構築。広島で磨い
たモデルを基に、国内外への展開と浄化槽管理の高度化を目指します。

㍿Nocnum

　人口減少やインフラ更新コストの増加を背景に、下水道中心から浄化槽

などの分散型排水処理への転換が進んでいます。一方、浄化槽は広域に

点在し、現地での定期点検や水質確認に多くの時間と人手が必要でした。

Nocnumは、浄化槽内に設置するIoT水質センサーとAI解析を組み合わせ、

遠隔で状態を把握できるシステムを開発。太陽都市クリーナー等と実証を行

い、スマートフォンなどで水質を確認できる仕組みを検証。現場点検の効率

化や異常の早期発見につながる技術として、商品化と普及を目指します。

蓄熱システムで挑む「熱」の脱炭素化

PROJECT FILE  

04

新しい蓄熱技術に対応する制度整理を推進

RULE MAKING

　蓄熱システムは既存の法制度に明確な分類がない新しい技術です。社会実装
では「どの法令が適用されるか」という整理が不可欠。実証ではボイラ協会や行
政と連携し、安全性や運用面の確認を進めています。技術検証と並行しルール整
備を進め、新技術を社会に円滑に導入するためのモデル構築を目指しています。

温浴施設での給湯実証、地域発のエネルギー革新へ

HIROSHIMA発 !

　広島県竹原市の温浴施設を舞台に、蓄熱システムによる給湯実証を実施。再
生可能エネルギーを熱として蓄え、安定供給できるかを検証しています。将来的
には広島県内での量産拠点の整備も視野に入れ、地域から世界へ広がるエネル
ギー技術の確立を目指します。

㍿Blossom Energy

　産業分野で利用されるエネルギーの約7割を「熱」が占めていますが、そ

の多くは今も化石燃料に依存しており、脱炭素化が最も進みにくい領域とさ

れています。Blossom Energyは、日本原子力研究開発機構の研究知見を応

用し、高温黒鉛を用いた蓄熱システムを開発しました。広島県竹原市の瀬戸

内ゴルフリゾートでは、国内初となる商用ボイラ初号機を設置し、再生可能

エネルギーを「熱」として蓄え、温浴施設へ給湯する実証を実施。熱利用の脱

炭素化に向けた新たなエネルギー技術の可能性を検証しています。

　サキガケプロジェクトは、広島県が前例のな

いビジネスの社会実装に向けてスタートアッ

プ企業を支援する取組として、令和4年度に

立ち上がりました。特に、規制緩和やルール

メイクが必要な事業に焦点を当てています。

この冊子では、令和5年度・6年度にサキガケ

プロジェクトに採択された4社による実証の成

果をまとめています。

概要版では、ルールメイクや規制緩和へのトライ＆
エラーを通じて、右記のテーマでイノベーションの
社会実装を模索する取組を示すとともに、令和4年
度に採択された5社についても取組テーマごとに企
業名を掲載しています。
令和4年度採択＝黒文字
令和5年度・6年度採択＝青文字

サキガケプロジェクトが支援する
取組テーマ

　 02  セレンディクス㈱

　 03  ㈱ Nocnum

スマート住インフラ

サグリ㈱

農地の活用促進

　㈱エイトノット

　LOMBY㈱

交通・物流の自動化

問診や聴診で病気を
推定する「VRしんさ
つしつ」を開発。子ど
も向け医療イベントな
どで活用しています

　㈱MITAS Medical
　㈱ユーリア

　 01  ㈱ビーライズ

県民の健康増進

04  ㈱ Blossom Energy

クリーン・エネルギー


